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【はじめに】【はじめに】【はじめに】【はじめに】 

 非イオン界面活性剤・水系における二分子膜は、お互いにぶつかり合うことによって安定化し

ている。そのため、ラメラ相のエネルギーは温度に敏感である。この二分子膜に温度勾配を与え

ると、大きなエネルギー勾配が形成される。そのエネルギー勾配に対して、どのような挙動を示

すかを実験的に調べた。 

【【【【結果と考察結果と考察結果と考察結果と考察】】】】    

    ラメラ相のエネルギーを最適化するためには、膜間距離を変更する必要があるが、 

壁にホメオトロピックに配向したラメラ相は膜という幾何学的な拘束を受けている

ため、簡単には膜間距離を変更することができない。そのため、膜が折れ曲がってい

る線欠陥を移動させることによって、膜の枚数の空間分布を変化させていることを見

つけた。さらに、線欠陥の向きと温度勾配に相関を調べるため、くさび形セルを用い

た。くさび形セルを用いることにより、一方向の線欠陥だけを選択的に形成すること

が可能である。その結果、線欠陥と温度勾配に特異的な関係を見つけることに成功し

た。これらの結果について、くわしく発表する。    

    

    

    

    

 

    

    

    

    

図：左側が３５度、右側が２５度の温度勾配を与えたときの線欠陥の移動。温度勾配図：左側が３５度、右側が２５度の温度勾配を与えたときの線欠陥の移動。温度勾配図：左側が３５度、右側が２５度の温度勾配を与えたときの線欠陥の移動。温度勾配図：左側が３５度、右側が２５度の温度勾配を与えたときの線欠陥の移動。温度勾配

を与えてからの時間は、左図から０分、３３０分、６００分。を与えてからの時間は、左図から０分、３３０分、６００分。を与えてからの時間は、左図から０分、３３０分、６００分。を与えてからの時間は、左図から０分、３３０分、６００分。    
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